
生菌数を下げる〃
～見えない敵と戦うために～

別海町A農場では、バルク乳生菌数が 1万/mlを 上回ることが多く、農協の乳質改善事業によ

って生菌の拭き取り培養検査を実施しました。

その検査の結果をもとに洗浄作業行程の改善を行つたところ、生菌数の減少がみられました。

1日 生菌培養結果

搾乳立会拭き取り結果

上記の表が細菌の拭き取 り培養検査の結果報

告書です。バルク以外のすべての箇所で無限大

(∞ )の細菌が認められました。さらに、生乳

をバルク直前で連続的採取し、培養してみると

①搾乳開始直後の生乳、そして、②搾乳終了時

に残乳をスポンジで回収した生乳の生菌数が高
いことがわかりました。

闘記、
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農家名  別海町A農場 立会日 99/07/縦 17:OC
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=結
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D結果、5平方onに

菌のコロニー(巣 )が

汚れの付きやすい部分 汚れの状態 実数値 殉 JR:ffie
ノツレク

密閉式

解放式

生乳を撹拌する羽根の部分 有 リ 16 ′
A

生乳排出コック内側 劇目唱壼白わナ,日国嘔ζ

生乳排出コック外側 有 り 375 C
奥側壁面 232 B 」B:やや満足
フタまたはプリッジの内面 石

'J
1 A

ミルクホース バルク側の端の内面 無 し C

ヽ ‖ヨ[:i繁重勇ぢ3?
ミルカー ミルクジャー内面 無 し

ミルククロー内面 無 し C
ライナー内面 有 リ C
ロングミルクチュープのタップ側内 無 し C ヽC:不満足
ミルクライン中間部分の

ミルクタップの内側(パッキンの所)
無 し C

ミルカーの

"が十分でなし
;浄、殺直
たヽめ、」

スポンジ 無 し C
フィルター

ミルクジャー内の羽根 有 り C

バケット

ミルカー
ミルククロー内面 有 り C 搾馴.徐中の仕ヨ.It
ライナー内面 有 り C

/鷲翼筑犠辻E2iAt-J@/\7y l-.flnE 有 り C
バケット内面 有 り C

曙 弾/
オフション

(自 動離脱)

離脱センサー(フ ロー トの所) / /
,たスポン
残乳回収
菌が混入

ミルクポンプの内側 /―
ジヤー下のL字 ゴム部品 有 リ

′ で[:工Hlし′ヽ

したため、生
時刻 生菌数(万/m:ル

生

サンプル
搾乳開始時(初回投入時) 17:30 3.4  ′

搾乳途中 18:00 0.1

」『彗燿量
`1劣

重醤覇
¬ lE「 ■年 /m17｀ l_f―

搾乳終了時(スポンジ回収) 18:30 4.0 ′

ノヽル ク乳 18:45 0.3
☆判定結果 A:満足(0～ 55CFU/5cm2)B:や や満足(56～ 275CFU/5望 2)C:不満足(276CFU/5an2以上)
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2.原因の解明と改善項目
培養結果は、① ミルカーの洗浄不足により増

殖した細菌が、搾乳開始時にバルクヘ混入した

こと、②残乳回収用のスポンジに増殖した細菌

が回収された生乳とともにバルクヘ混入したこ

とを示しています。A農場では改善が必要な箇

所がいくつかありましたが、とりあえず改善の

容易な部分から実施しました。

3日 技術を検証してみよう

生菌数増加の原因は、細菌、栄養、水分の条件がそろうことです。

それではその技術を生菌数増加の条件と合わせて検証してみましょう。

(1)酸洗浄の回数 無機質は脂肪と蛋自質と重なりあって、乳

石などの汚れを形成し、細菌の栄養素となり

ます。

脂肪、蛋自質の約 7分の 1に相当する無機

質の汚れは、酸洗浄でのみ落とすことができ

ます。そして、4日 に 1回以上の頻度で酸洗

浄を行うことが推奨されています。

残乳回収用のスポンジは、管理が難しく、

洗浄、殺菌が不十分のまま処理室に放置する

と絶好の条件が整い、細菌の巣窟となりかね

ません。

別海町で行つた左図の調査結果でもエアー

回収農場の方がバルクの平均生菌数が低い傾

向がみられています。

(2)残乳の回収方法

改善項目 改 善 前 改 善 後
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